
 

大牟田市立白川小学校 

  
 

１ 学習に取り組んでいる主な分野 

□生物多様性 □海洋 ☑防災・減災 □気候変動 

☑エネルギー ☑環境 □文化多様性 □世界遺産・文化財 

□国際理解 □平和 □人権 □ジェンダー平等 

☑福祉 □生産と消費 □その他（             ） 

 

２ ユネスコスクールとしての活動の概要 

本校は、学校の教育活動全体を通じて、ＥＳＤを

持続可能な社会づくりの創り手を育む教育と捉え、

「住みよい町づくり」を活動のテーマとして、地域

との「つながり」と「かかわり」を尊重する活動を

行っている。ＥＳＤの実践を通して、現代社会を自

らの課題として捉え、身近なところから取り組むこ

とができる力の育成を目標としている。 

具体的には、ＳＤＧ３「すべての人に健康と福祉

を」、ＳＤＧ１１「住み続けられるまちづくりを」

を柱に学習を行った。  

 

３ 特徴的な活動事例の紹介 

○ 6年生「ジュニア民生委員・児童委員の活動」SDG3・SDG１１ 

民生委員・児童委員の活動を知り、校区のお年寄りや

初めて学校生活を送る１年生等のためにできることを

考え、誰もが安心して住み続けられる町づくりをめざし

て意欲的に取り組む活動 

（福祉） 

○ ４月地域の民生委員・児童委員の方から活動につい

ての話を聞き、「ジュニア民生委員・児童委員」とし

ての委託を受ける。 

（ジュニア児童委員としての活動） 

○ １年生が入学して間もない１学期は、朝の準備や給

食の準備の手伝いをしたり、昼休みに一緒に遊んだり

して、１年生が安心して過ごせるように活動した。 
 



○ 朝の挨拶運動をしたり、校内の見回りをして困って

いる子に声をかけたり、落ちているゴミを拾ったりし

て過ごしやすい学校になるような活動を行う。 

（ジュニア民生委員としての活動） 

○ 認知症についての学習を行い、高齢者の方について

の理解を深め、ジュニア民生委員として自分たちにで

きるについて話し合った。 

○ 学校全体で取り組んでいる「ペットボトルキャップ

集め」の活動にもジュニア民生委員として参加し、２

学期には、ラオスのスタッフの方と Zoomで会議を行

った。 

○ １２月には、地域の民生委員の方と一緒に、赤い羽

根共同募金の活動行った。 

 

これらの活動を通して、人とのつながりの大切さや人

の役に立つことの喜びを感じとり、今後も活動を続けた

いという意欲を高めている。  

○ ３年生「白川校区自まん隊」SDG１１ 

白川校区で自慢できる人や場所にまつわるお話を

地域の方々から聞くことで、自分たちの校区に親しみ

をもち、課題解決に向けて意欲的に取り組む活動 

○ 白川校区で自慢したい人や場所について知って

いることを話し合い，詳しく知りたいことをまとめ

る。校区に住む地域の方の話を聞き、情報を収集す

る。追究したことを表現物にまとめ、地域の方に発

信した。 

 この学習を通して、地域の「もの」「ひと」「こと」

への理解と愛着を深めることができた。 
 

 

３ 今後の活動計画 

令和５年度も、ＳＤＧ３「すべての人に健康と福祉を」ＳＤＧ１１「住み続けられるま

ちづくりを」を柱に、さらに、体験活動や探究活動を充実させていきたい。 

そのために、 

○ 各学年のねらいを明確にし、学習内容や各学年の関連を図り、系統的なカリキュラム

になるように見直しを図っていく。 

○ 横断的・総合的なＥＳＤの実践を通して、ＰＤＣＡサイクルを確立させながら、令和

４年度までの実践をさらに高めて、系統的・発展的な指導ができるようにする。 

○ 地域とのつながりやかかわりに対する意識を高めるように、地域との協力体制をつく

り、身近な「ひと・もの・こと」を最大限活用して、活用力・指導力のブラッシュアッ

プも図っていく。 
 


